
■ 
陸
上
競
技
部 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会
出
場 

〈
男
子
〉 

走
高
跳
（
片
岡
） 

や
り
投
（
戸
澤
） 

４×

１
０
０
ｍ
Ｒ 

４×

４
０
０
ｍ
Ｒ 

〈
女
子
〉 

 

８
０
０
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
（
宇
田
川
） 

 

砲
丸
投
（
松
丸
） 

 

４×

４
０
０
ｍ
Ｒ 

 
 

野
球
部 

令
和
２
年
度 

秋
季
千
葉
県
高
等
学
校
野
球
大
会 

第
２
地
区
予
選 

２
回
戦 

津
田
沼 

１
―
５ 

船
橋
芝
山 

第
７
４
回
春
季
千
葉
県
高
等
学
校
野
球
大
会 

第
２
地
区
予
選 

１
回
戦 

津
田
沼 

７
―
９ 

日
大
習
志
野 

 
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
男
子
） 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会
（
地
区
予
選
） 

第
１
試
合 

津
田
沼 

２
―
０ 

実
籾 

第
２
試
合 

津
田
沼 

２
―
０ 

秀
明
八
千
代 

県
大
会
出
場 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
） 

関
東
大
会
地
区
予
選 

津
田
沼 

60

―
43 

秀
明
八
千
代 

津
田
沼 

54

―
45 

四
街
道
北 

津
田
沼 

55

―
86 

八
千
代
東 

地
区
２
位
で
県
大
会
進
出 

関
東
大
会
千
葉
県
予
選 

千
葉
県
高
等
学
校
新
人
大
会 

第
６
地
区
予
選 

 

津
田
沼 

91

―
88 

敬
愛
八
日
市
場 

 

津
田
沼 

49

―
121 

八
千
代 
 

県
ベ
ス
ト
32 

総
合
体
育
大
会
千
葉
県
予
選 

市
川
南
高
校
と
対
戦
予
定 

 


 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
女
子
） 

関
東
大
会
地
区
予
選 

津
田
沼 

59

―
33 

東
邦 

津
田
沼 

35

―
83 

八
千
代 

津
田
沼 

61

―
28 

秀
明
八
千
代 

津
田
沼 

58

―
98 

習
志
野 

地
区
予
選
敗
退 

総
合
体
育
大
会
地
区
予
選 

津
田
沼 

84

―
53 

秀
明
八
千
代 

津
田
沼 

58

―
88 

八
千
代
東 

津
田
沼 

59

―
47 

実
籾 

津
田
沼 

58

―
66 

四
街
道
北 

決
定
戦
で
敗
れ
地
区
予
選
敗
退 

 


 

テ
ニ
ス
部
（
男
子
） 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会 

団
体
の
部 

１
回
戦 

津
田
沼 

０
―
３ 

若
松 

 
 

テ
ニ
ス
部
（
女
子
） 

 
部
員
数
３
名
で
３
年
生
は
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
最

後
の
大
会
（
個
人
戦
）
で
は
悔
い
の
な
い
試
合
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
粘
り
強
さ
を
進
路
実
現
に
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
在
は
１
年
生
３
名
で
活
動
中
で
す
。
新
入
部
員
募

集
中
で
す
！ 

 


 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

関
東
大
会
千
葉
県
予
選
会 

男
子
団
体
出
場 

女
子
も
真
面
目
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
 

サ
ッ
カ
ー
部 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会 

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
予
選 

１
回
戦 

津
田
沼 

１
―
５ 

船
橋
法
典 

 
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会 

 

津
田
沼
０
―
８
市
立
船
橋 


 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部(

男
子) 

関
東
大
会
地
区
予
選
会 

 

地
区
敗
退 

総
体
地
区
予
選 

 

個
人
戦 

ダ
ブ
ル
ス 

シ
ン
グ
ル
ス
初
戦
敗
退 

 
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部(

女
子) 

関
東
大
会
地
区
予
選
会 

 

地
区
２
位
で
県
大
会
出
場 

関
東
大
会
県
大
会 

１
回
戦 

津
田
沼
２
―
１
千
葉
商
科
大
附
属 

 

２
回
戦 

 
 

津
田
沼
１
―
２
茂
原 

 

こ
の
結
果
、
県
ベ
ス
ト
32 

総
体
地
区
予
選 

 

個
人
戦 

ダ
ブ
ル
ス 

 
 

神
宮
・
小
野
田
組 

 
 

橋
本
・
本
宮
組 

 
 

瀨
尾
・
伊
藤
組 

 

３
回
戦
敗
退 

 
 

秋
山
・
網
田
組 

 

２
回
戦
敗
退 

 

個
人
戦 

シ
ン
グ
ル
ス 

 
 

小
野
田 

ベ
ス
ト
８ 

 
 

神
宮 

２
回
戦
敗
退 

 


 

弓
道
部 

関
東
大
会
千
葉
県
予
選
会 

 

女
子
団
体
出
場 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会 

出
場 

 
 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

関
東
大
会
千
葉
県
予
選
会 

〈
団
体
〉
男
子
３
位 

女
子
５
位 

千
葉
県
総
合
体
育
大
会 

〈
団
体
〉
男
子
７
位 

女
子
５
位 

                               

裏
面
へ
続
く    

 

部
活
動
昨
年
度
・
今
年
度
１
学
期
ま
で
の
活
動
実
績 

 




 

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部 

 
１
年
生
16

名
２
年
生
33

名
３
年
生
15

名
（
９
月

正
式
に
引
退
）
の
総
勢
64

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
多
く
の
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
19

日
（
土
）
に
袖

ケ
浦
西
体
育
館
に
て
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ダ
ブ
ル
ダ

ッ
チ
講
習
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
少
し
ず
つ
復
活
す
る
こ
と
を
信
じ

て
、
そ
し
て
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。 

 
 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部 

６
月
13

日
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
第
39

回

定
期
演
奏
会
を
開
催
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲
交
響
曲
第

５
番
「
運
命
」
他
、
を
演
奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月

２
日
、
和
歌
山
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
千
葉
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。 

 
 

吹
奏
楽
部 

６
月
12

日
に
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
第
35

回
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
と
音
楽

劇
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
限
ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
で
、
精

一
杯
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
７
月
30

日
に
行
わ
れ
る
千
葉
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。「
心
を
一
つ
に
、

感
動
の
あ
る
音
楽
を
と
ど
け
よ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

演
劇
部 

新
入
生
歓
迎
公
演
「
Q

学
」
上
演 

「
と
び
だ
せ
0

番
線
」
上
演 

春
季
地
区
発
表
会 

 
 

 

「
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
」
上
演 

秋
大
会
の
創
作
活
動
に
向
け
、
部
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
部
活
に
入
り
そ
び
れ
た
人
（
特
に
男
子
諸
君
）
、
ぜ

ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 
   


 

文
芸
部 

 

毎
月
一
冊
部
員
が
書
い
た
文
学
作
品
を
ま
と
め
て
、

「
紡
歌
」
と
い
う
部
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
部
誌
は

生
徒
会
室
前
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

兼
部
可
で
す
。
新
入
部
員
大
歓
迎
で
す
。 

 
 

書
道
部 

 

私
た
ち
は
、
千
葉
県
高
校
文
化
祭
や
秋
季
祭
、
千
葉

県
小
中
高
校
席
書
大
会
へ
向
け
た
作
品
制
作
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
秋
季
祭
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
表
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
話
し
合
い
や

準
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
良
い
作
品
、
良
い
発

表
が
出
来
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 


 

茶
道
部 

一
学
期
に
一
年
生
が
９
名
入
部
し
ま
し
た
。
講
師
の

先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
お
点
前
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
和
の
文
化
を
学
び
、
お
免
状
の
取
得
を
目
指
し
、

精
進
し
て
い
ま
す
。 

 
 

家
庭
部 

現
在
一
年
生
１
１
名
、
二
年
生
９
名
の
計
２
０
名
で

週
１
回
活
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
週
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
保

存
の
き
く
お
菓
子
中
心
に
作
っ
て
い
ま
す
が
今
後
の
活

動
で
は
今
よ
り
も
難
易
度
の
高
い
も
の
や
、
お
か
ず
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
も
の
に
挑
戦
す
る
予
定
で
す
。
活
動

の
中
で
、
一
年
生
と
二
年
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
深
め
楽
し
く
活
気
の
あ
る
部
活
に
し
た
い
で
す
。

美
味
し
そ
う
な
匂
い
が
し
た
ら
ぜ
ひ
、
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

 
 

創
作
漫
画
部 

書
き
た
め
た
作
品
で
部
誌
を
作
成
し
、配
布
し
ま
し
た
。

現
在
は
二
年
生
三
名
、 

一
年
生
三
名
が
週
に
一
回
、
工
芸
室
で
活
動
し
て
い
ま

す
。 

   


 

写
真
部 

 

６
月
12

日
（
土
）
に
吹
奏
楽
部
の
第
35

回
定
期
演

奏
会
、
翌
13

日
（
日
）
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
第
39

回
定
期
演
奏
会
が
あ
り
、
写
真
部
は
撮
影
協
力
を
し
て

き
ま
し
た
。
後
日
、
そ
の
様
子
を
昇
降
口
付
近
に
掲
示

し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

英
語
同
好
会 

 

現
在
３
年
生
８
名
、
１
年
生
１
名
の
形
９
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
毎
週
アA

L
T

の
先
生
と
、
お
昼
休
み

に
英
会
話
や
英
語
ク
イ
ズ
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
兼
部
可
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

 
 

美
術
部 

私
達
美
術
部
は
昨
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
発
表
の
機

会
を
失
い
な
が
ら
も
地
道
に
活
動
を
続
け
、
全
日
本
学

生
美
術
展
に
て
3

名
の
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
新

年
度
新
た
に
8

名
も
の
新
入
部
員
を
迎
え
総
勢
15

名
で
毎
日
活
動
中
で
す
。
今
年
は
文
化
祭
に
向
け
共
同

制
作
も
個
人
制
作
も
鋭
意
作
成
中
。
元
気
な
部
員
た
ち

の
も
と
い
い
作
品
が
で
き
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
に

来
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

華
道
部 

 
 

昨
年
は
部
員
一
名
で
し
た
が
、
４
月
に
一
年
生
が

５
名
入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
良
く
楽
し
く
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
金
曜
日
講
師
の
先
生
か

ら
直
接
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
花
は
活
動
後
持

ち
帰
っ
て
自
宅
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   


